
挑明 需
時
代
の
東
ア
ジ
ア

の
東
ア
ジ
ア
支
配
レ

ん
だ
豊
臣
秀
吉

明
の
冊
封
体
制
に
よ
り
東
ア
ジ
ア

の
中
華
秩
序
が
確
立
す
る

東
ア
ジ
ア
で
は
１３
世
紀
の
元
末
期
の
混
乱
以

来
、
私
貿
易
が
さ
か
ん
と
な
っ
て
い
た
が
、

１４
世

紀
後
半
に
は
、
私
貿
易
商
人
が
武
装
し
て
朝
鮮

半
島
の
高
一麗
や
中
国
沿
岸
を
襲
撃
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
を
前
期
倭
寇
と
り
２

明
は
倭
寇
へ
の
対
策
と
国
内
経
済
の
安
定
を

図
る
た
め
、
中
国
人
商
人
の
交
易

・
渡
航
を
禁

じ
る
海
禁
策
を
と
っ
た
。
そ
の
た
め
明
と
の
交

易
は
、
明
の
冊
封
を
受
け
た
朝
貢
と
り
つ
形
で

サリ∝輔鷲′″√ノ〓

州杭

明の冊封体制による中華秩序に日本
の豊臣秀吉が反発して朝鮮半島に侵攻。
それが明滅亡の一因となつた。

1616年 、ヌル八チが女真族を

統合して建国。36年、ホンタイ

ジが朝鮮を服属させると国号を

清に改め、44年の明滅亡後、中

国を統一する。

田
明

田
明
時
代
の
東
ア
ジ
ア

撃寡菖おt瞥んじん)率いる朝鮮水
1軍が、亀甲船を用いて日本水軍に大 |

1勝し、その補給路を断つた戦い。  i

後期倭寇

後期の倭寇は、日本の五島列島や薩摩

などを根拠地とし、東シナ海を渡つて

明の南部沿岸―帯を襲つた。

¨ヽ福響/‐
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行
わ
れ
た
。

一
方
、
朝
鮮
半
島
で
は
１３
世
紀
後
半
に
モ
ン

ゴ
ル
の
属
国
と
な
っ
て
い
た
高
一麗
が
、
明
の
成
立

後
は
そ
の
冊
封
を
受
け
て
い
た
が
、
倭
寇
の
侵

入
な
ど
に
よ
り
国
力
が
衰
え
て
い
た
。

１
３
９
２
年
、
一］同
麗
の
武
将
で
倭
寇
撃
退
に

も
功
績
の
あ
っ
た
李
成
桂
が
、

に
反
発
し
て
明
の
征
服
を
企
て
、
そ
の
先
鞭
と

し
て
２
度
に
わ
た
り
朝
鮮
に
侵
攻
し
た
（
文
禄

の
役
、
慶
長
の
役
）
。

，ｃ
の
侵
攻
に
対
し
、
朝
鮮

は
当
初
劣
勢
で
あ
っ
た
が
、
亀
甲
船
団
を
率
い

て
戦
っ
た
李
舜
臣
の
活
躍
や
、
明
の
援
助
に
よ

り
日
本
軍
を
撃
退
し
た
。

明
が
減
び
強
大
な
清

●

６８
参
照
）
が
成
立
す

る
と
、
朝
鮮
、
琉
球
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
引

き
続
き
中
華
帝
国
の
冊
封
体
制
に
組
み
込
ま
れ

つ
つ
、
交
易
を
続
け
た
。

日
本
は
、
江
戸
幕
府
が
朝
鮮
と
の
国
交
を
回

復
し
、
ま
た
、当
初
は
対
外
貿
易
を
さ
か
ん
に
行

っ
て
い
た
が
、

１７
世
紀
半
ば
に
鎖
国
へ
転
じ
た
。

し
か
し
、
清
や
朝
鮮
と
の
交
易
は
江
戸
時
代
を

通
じ
て
維
持
さ
れ
、
朝
鮮
か
ら
は
朝
鮮
通
信
使

が
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
。

日
本
軍
を
撃
退
し
た

亀
の
形
を
し
た
軍
船

日
本
で
文
禄
・
慶
長
の
役
と
よ
ぶ
秀
吉
の
朝

鮮
侵
攻
は
、
朝
鮮
で
は
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
と
よ

ぶ
。
こ
の
と
き
朝
鮮
水
軍
を
率
い
た
李
舜
臣
が

用
い
た
亀
甲
船
は
、
も
と
も
と
倭
寇

（前
期
）
の

撃
退
用
に
つ
く
ら
れ
た
船
だ
っ
た
。
敵
船
に
の

り
込
ん
で
の
斬
り
込
み
を
得
意
と
し
た
倭
寇
に

対
抗
す
る
た
め
、
船
全
体
を
亀
の
甲
羅
の
よ
う

な
屋
根
で
覆
い
、
屋
根

一
面
に
刀
を
上
に
向
け

て
差
し
込
ん
で
い
る
。
壬
辰
・
丁
酉
倭
乱
で
も

こ
の
装
備
が
効
果
を
発
揮
し
、
日
本
水
軍
に
壊

滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
。

自

ら
王
位

に
就
き
、
国
号
を

朝
鮮
と
改
め
た
。
朝
鮮
（李
朝
）

は
、
引
き
続
き
明
の
冊
封
を

受
け
る

一
方
、
朱
子
学
を
国

教
化

し
、
官
僚

で
あ
り
ま
た

地
主
で
も
あ
る
両
班
が
支
配

階
層
と
し
て
国
を
動
か
す
、
中

央
集
権
的
な
国
家
体
制
を
確

立
し
た
。
ま
た
、
独
自
の
文
字

で
あ
る
訓
民
正
音

（
ハ
ン
グ

ル
）
も
つ
く
ら
れ
た
。

中
華
秩
序
に
挑
ん
だ

秀
吉
の
朝
鮮
侵
攻

日
本
は
、

１５
世
紀
初
め
に
、

足
利
義
満
が
日
本
国
王
と
し

て
明
の
冊
封
体
制
下
に
入
り
、

勘
合
貿
易
を
行
っ
て
い
た
が
、

‐５
世
紀
後
半
以
降
は
室
町
幕

府
が
弱
体
化
し
て
戦
乱
の
時

代
が
続

い
た
。

１６
世
紀
末

に

豊
臣
秀
吉
が
国
内
を
統

一
す

る
と
、
東
ア
ジ
ア
の
中
華
秩
序

13～ 16世紀、私貿易商人が海賊化し、朝鮮、中国沿岸で略奪行為をした集団。日本人が主体の前期倭寇は 14世紀に盛んであったが、
15世紀には、室町幕府の取り締まりなどにより下火となつた。16世紀に明の海禁に抵抗して武装化した後期倭寇は中国人が中心で、

明の海禁解除や豊臣秀吉の海賊停止令などによつて終息した。

わ  こう

67   W°為 生委気二

亀甲船


